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    平成26年松江市議会予算特別委員会記録 

 

１ 日  時  平成26年３月24日（月曜日）午前10時00分開議 

２ 場  所  本会議場 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議第81号 平成26年度松江市一般会計予算 

 議第82号 平成26年度松江市国民健康保険事業特別会計予算 

 議第83号 平成26年度松江市宍道国民健康保険診療施設事業特別会計予算 

 議第84号 平成26年度松江市後期高齢者医療保険事業特別会計予算 

 議第85号 平成26年度松江市介護保険事業特別会計予算 

 議第86号 平成26年度松江市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

 議第87号 平成26年度松江市簡易水道事業特別会計予算 

 議第88号 平成26年度松江市企業団地事業特別会計予算 

 議第89号 平成26年度松江市駐車場事業特別会計予算 

 議第90号 平成26年度松江市公園墓地事業特別会計予算 

 議第91号 平成26年度松江市鹿島町恵曇・講武・御津・佐太財産区特別会計予算 

 議第92号 平成26年度松江市水道事業会計予算 

 議第93号 平成26年度松江市下水道事業会計予算 

 議第94号 平成26年度松江市ガス事業会計予算 

 議第95号 平成26年度松江市自動車運送事業会計予算 

 議第96号 平成26年度松江市駐車場事業会計予算 

 議第97号 平成26年度松江市病院事業会計予算 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出 席 委 員（32名）        

    岩  本  雅  之 

    新  井  昌  禎 

    長 谷 川  修  二 

    柳  原     治 

    芦  原  康  江 

    吉  儀  敬  子 

    橘     祥  朗 

    野 々 内     誠 

    森  本  秀  歳 

    篠  原     栄 

    貴  谷  麻  以 

    野  津  照  雄 

    川  島  光  雅 

    石  倉  徳  章 

    田  中  明  子 

    畑  尾  幸  生 

    吉  金     隆 

    森  脇  幸  好 

    松  蔭  嘉  夫 

    南  波     巖 

    津  森  良  治 

    森  脇  勇  人 

    宅  野  賢  治 

    川  井  弘  光 

    桂     善  夫 

    林     干  城 

    片  寄  直  行 

    石  倉  茂  美 

    山  本  勝 太 郎 

    三  島     進 

    立  脇  通  也 

    比  良  幸  男 

――――――――――――――――――――――― 

欠 席 委 員（なし） 

――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

  事 務 局 長   小  山     厚 

  次   長   遠  田     悟 

          門  脇     保 議 事 調 査 
課   長 
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  書   記   土  井  晃  一 

  書   記   荻  野     智 

  書   記   池  田  樹  子 

  書   記   福  間  紀  好 

  書   記   大  野  俊  之 

  書   記   古  川     進 

――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

  市   長   松  浦  正  敬 

  副 市 長   能  海  広  明 

  副 市 長   松  浦  芳  彦 

  政 策 部 長   星  野  芳  伸 

          井  田  克  己 

  総 務 部 長   松  浦  俊  彦 

  総 務 課 長   舩  木     忠 

          小  川     真 

  財 政 部 長   上  村  敏  博 

          乙  部  明  宏 

          矢  野  正  紀 

          錦  織  裕  司 

  市 民 部 長   三  島  康  夫 

          田  中     豊 

          意  東  茂  喜 

          安  田  憲  司 

  消 防 長   石  飛  秀  人 

          内  藤  富  夫 

  教 育 長   清  水  伸  夫 

  副 教 育 長   安  部     隆 

          渡  部  厚  志 

          樋  原  哲  也 

  ガ ス 局 長   青  木  保  文 

  交 通 局 長   川  原  良  一 

          紀  川  純  三 

          安  部  裕  史 

――――――――――――――――――――――― 

 〔午前10時00分開議〕 

○立脇委員長 おはようございます。 

 これより予算特別委員会を開きます。 

 初めに、本日の審査順序につきましては、お手元

に配付してあります案のとおり審査することに御異

議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○立脇委員長 御異議ないようですので、そのよう

に決定いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

 分科会長報告 

○立脇委員長 去る３月６日の予算特別委員会にお

きまして、各分科会に審査を委託いたしておりまし

た議第81号「平成26年度松江市一般会計予算」から

議第97号「平成26年度松江市病院事業会計予算」ま

で議案17件を一括して議題とし、各分科会における

審査の経過並びに結果についてそれぞれ分科会長の

報告を求めます。 

 野津照雄総務分科会長。 

 〔野津照雄委員登壇〕 

○野津総務分科会長 おはようございます。 

 予算特別委員会から総務分科会に委託されました

議案６件について、３月10日に分科会を開催し、審

査を行いましたので、その経過と結果について御報

告申し上げます。 

 初めに、議第81号「平成26年度松江市一般会計予

算」中は、執行部より総括的に説明があった後、質

疑に対して、執行部より、審議会等の会議録作成に

ついてはおおむね１カ月以内に会議録を作成し、ホ

ームページへの掲載などを行っているが、一部の審

議会等で委員が遠隔地在住のため完成が若干おくれ

ているものもある。また、議会の委員会記録もおお

むね１カ月以内に作成できている。 

 本館西棟の放射線防護対策事業は、原子力緊急事

態において住民避難が行われる場合にそれが完了す

るまでの一定期間、災害対策本部要員などはその場

にとどまらざるを得ないことが想定されるため、本

館西棟に放射性物質除去フィルターなどを設置し、

放射線影響低減対策を講じるものである。 

 年度当初の住民異動届出のピーク時対応として

は、４月１日から３日まで届出窓口を夜８時まで延

長する。また、届出は本庁と各支所いずれの窓口で

もできることをお知らせしている。 

 松江市の消費税納税義務については、地方公共団

体の事業活動は公共性が強く、営利法人と比べて特

殊な面が多いことから、消費税法第60条に特例が設

けられており、一般会計は納税や申告の義務はな

く、課税標準額に対する消費税額と仕入れ控除総額
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を同額とみなすこととなっている。仮に一般会計で

試算すると、消費税増税に伴う使用料手数料の改正

により3,600万円程度の増収となる一方で、物件費

や普通建設事業など支出ではおよそ６億9,000万円

ほど多く消費税を払うことになると見込んでいる。 

 自治会の加入促進の取り組みとしては、今月から

市民課内に加入手続ができる特別ブースを設け、転

入者に対して加入促進活動を行っていく。 

 民間事業所の子育てと仕事の両立支援を促すため

に表彰制度の導入やシンポジウムへの参加を呼びか

けてはどうかということについては、引き続き男女

共同参画の情報誌などで先進的な事業所の取り組み

を積極的にＰＲするとともに、松江市独自の男女共

同参画週間事業への参画を促すなどの取り組みを行

っていく。 

 中山間地における消防水利の整備については、水

道管の布設、防火水槽設置の用地確保などに努め、

順次整備を進めている。新年度の消火栓整備は、上

水道において新設５基、移設36基、修理26基、斐川

宍道水道において修理３基、簡易水道において新設

７基、移設５基、修理７基を予定しており、本市の

消防水利の充足率は全体で85％程度になると考えて

いる。また、ため池等の放水作業などは地元消防団

の皆様にお願いして対応していただいている現状で

ある。 

 消防の南部分署の建設場所については、出動態勢

が平均的にとれる適地として、国道432号線と県道

大東東出雲線の交差点付近で検討し、地元の地域協

議会や自治会連合会などで説明を行っており、平成

27年度中の完成を目途に新年度に具体的用地交渉に

入りたいと考えている。 

 大橋川治水事業におけるまちづくり計画の進捗に

ついては、白潟地区では平成25年に基本計画を策定

し、その後都市整備部と連携しながら地元との協議

を重ねているところであり、特に水辺の部分につい

ては先般地元の役員の皆様に概略図面をもって協議

を始めさせていただいた。今後スピード感を持って

進めていきたい。また、北岸については、現在新大

橋下流の向島地区で関係の皆様との協議を進めてい

る段階であり、大橋新大橋間については今後地元協

議を始めていく。 

 地方債残高と臨時財政対策債残高の関係について

は、中期財政見通しにおいて臨時財政対策債を含め

た起債残高と除いた残高を分けてお示ししている。

市としては臨時財政対策債の借り入れを抑制するこ

とで一般財源を生み出すなどの努力をしており、財

政の健全化とのバランスを見ながら歳出規模の１割

程度の普通建設事業を確保し、社会資本整備を進め

ていく。 

 消防団のチェーンソーや無線機などの装備品を整

備することについては、国から消防団の装備の基準

等が示されたのが本年２月であったので、今後の計

画については消防団と協議しながら整えていく。 

 公共工事の入札不調が全国的に問題となっている

が、本市の状況については、今年度312件の入札を

实施し、16件が不調となり、前年度に比べて尐し多

くなっている。16件の不調のうち橋の耐震補強工事

や災害復旧工事が９件で、工事の特殊性や工期が原

因と考えている。設計労務単価や資材単価などは

国、県に合わせて引き上げを行っているので、その

影響は特にないと考えている。 

 新体育館の空調設備工事については、落札業者が

他工事の談合により指名停止となったので、直近の

労務単価や資材単価で再度計算し直して近いうちに

入札を行う予定である。 

 市報の配布状況については、直近の２月号は世帯

数８万6,145世帯に対し、配布数が７万1,781部で、

配布率は83.3％である。市民への提供機会をふやす

ため、今後ＪＲ松江駅や市立病院へ設置する予定と

しており、コンビニエンスストアへもお願いしたい

と考えている。また、ホームページをスマートフォ

ン対応に改修し、若い世代の方に見やすいように改

善を図っていく。 

 結婚資金貸付金については、昭和54年から平成８

年までの間に上限30万円で45人の方に貸し付けたも

ので、現時点での完納者は36人、滞納者は９人であ

る。 

 同和団体への補助金については、５団体合わせて

273万1,000円計上しているが、昨年度から今年度、

新年度と毎年度減額してきている。 

 人権問題にかかわるほかの団体やグループへの補

助については、現在同和問題の早期解決に向けた取

り組みを行う団体の活動を支援するため、過去の経

過や現行の要望等を踏まえて補助金交付要綱に基づ

き、５団体に補助金を交付している。さまざまな人

権課題にはそれぞれ担当部署があり、そこで施策の

推進を図っており、他の団体等からの要望等は把握

していない。 
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 政策評価をきちんと行う上でのＰＤＣＡサイクル

については、電子市役所の機能を活用しながらシス

テムを構築していきたいと考えており、新年度から

財政部、政策部、総務部が連携してチームを組んで

検討を始める考えである。 

 地域の集会所等の施設整備については、各地で施

設の老朽化が目立つようになり、近年助成の申請件

数が急増している。限られた財源の中であるので、

建築士の資格を有する職員が現地を見て緊急性の高

いものなどから優先して順位を決めている。また、

宝くじを財源とするコミュニティ助成事業などの活

用を図っている。 

 中村元記念館の活用については、経済波及効果の

算出は難しいが、宿泊関係から付加価値の誘発額ま

で入れると6,000万円から１億円程度の経済効果が

あったのではないかと考えている。今後国内、国外

にもＰＲしていただくため、集中講座の開催や記念

館を取り込んだ旅行商品の開発のための实証調査な

どを行う考えである。また、記念館には中村先生の

大量の蔵書があるが、これを国内外からインターネ

ットで検索できるようなシステムの導入を支援して

いく。あわせて、八束町にある元教職員住宅の１棟

を改修し、専門の方や学生が勉強をしたり、地元の

方と交流会を開いたり、宿泊もできる施設として整

備する。 

 防災用屋外スピーカーの音量については、通常は

10分の１に絞った音量で定時に松江市の歌を流して

おり、これが聞こえないという場合があるが、平成

25年度末に完成する60基余り、平成26年度に整備す

る60基ほどの配置が完了したら、防災訓練等で最大

音量で放送し、状況を把握したいと考えている。ま

た、設計上の音の届く範囲は約350メートルである

ので、空白地帯が生ずる可能性も含め今後検討して

いく。 

 一畑電車の車両更新については、平成26年度は中

古車両を改造するもので、２両編成で１億8,000万

円のものを２編成購入する予定である。負担割合

は、国が車両購入費に限って３分の１、残りの３分

の１を県が負担し、さらに残りの３分の１の35％を

本市が負担する。利用者の状況は今年度１月末まで

の状況で前年度に比べ14％の増となっており、大遷

宮の効果がしばらく続くと考えている。 

 サイクリングロードの整備事業については、鳥

取、島根両県と周辺４市で構成する中海会議で検討

された、中海を周遊できるサイクリングロードを設

定するもので、松江市部分は江島大橋の接続部から

朝酌地内、東津田の大橋川沿いから下意東に抜ける

12.3キロメートルの路面上約50カ所に案内表示など

をペイントするものであるなどの答弁がありまし

た。 

 討論では、一委員から、３つの理由により可決に

反対する。１つは、電源立地交付金の使途が経常経

費に多く充てられており、防災対策にこそ重点的に

充てられるべき。２つ目は、定住自立圏構想に立っ

て地方から道州制の实態をつくるものであること。

３つ目は、市民団体への補助金算定に大きな格差が

あり、公平な補助金行政に転換すべきだという点で

反対する。 

 一委員から、歳入で市民税は伸びているが、交付

税の減とかあるいは歳出で社会保障関係費の増大な

どによる厳しい財政状況の中、安心・安全なまちづ

くりを目指して消防署の整備、あるいは防犯カメラ

設置などが計画されており、また公共施設の適正な

維持管理、特に老朽化が進んでいる公共施設の適正

化推進事業などが計画されて、住みやすさ日本一の

实現に向けて積極的に取り組む予算であり、また各

種の財政指標の改善にも努力しており、この予算に

賛成する。 

 一委員より、大変厳しい財政状況のもと、いろい

ろな面で工夫されている予算であり、本予算で最大

限に効果が得られることを期待する。ただ、スピー

ド感に欠ける嫌いがあるので、スピーディーさを求

めるとともに大胆な執行を望むものである。市民が

即充实感を味わえるような行政をやっていただきた

いと思っている。今後この分科会で提案した事項、

要望した事項を真摯に捉えて検討され、取り入れら

れることを望んで賛成すると意見が分かれ、採決の

結果、議第81号「平成26年度松江市一般会計予算」

中は賛成多数により原案可決すべきものと決しまし

た。 

 次に、議第82号「平成26年度松江市国民健康保険

事業特別会計予算」は、質疑に対して執行部より、

２月１日現在の資格証の交付件数は431件、短期証

の交付件数は845件である。 

 保険料の改定方針について国民健康保険運営協議

会で説明した際には、委員から特に意見はなかった

が、次回の運営協議会では御意見がいただけるもの

と考えているなどの答弁がありました。 
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 討論では、一委員から、加入者の中の低所得者層

は負担の限界を本当に超えている中で、予算上は

２％、实際は５％前後の値上げが予定されており、

反対する。 

 一方、一委員から、国保事業を持続可能な制度に

するために社会保障と税の一体改革により財源を保

険者支援に回すなど根本的な改善の必要があると思

っているが、今回の予算は基金を有効に活用した上

での値上げであり、やむを得ないものであるので賛

成すると意見が分かれ、採決の結果、議第82号は賛

成多数により原案可決すべきものと決しました。 

 次に、議第83号「平成26年度松江市宍道国民健康

保険診療施設事業特別会計予算」は、質疑に対して

執行部より、国保特別会計からの700万円の繰入金

については、国民健康保険の診療施設として地域の

皆さんへの栄養相談等の保健事業を担っていただい

ていることから、従来より繰り入れを行っている。 

 地元では昼夜を問わず土日も問わず診療を行って

いただけることに感謝する声が多数ある。ただ、ド

クターの負担が過剰にならないよう、月に２回ずつ

島根大学と玉造厚生年金病院の協力を得ながら眼

科、整形外科の専門医に来ていただくなどの支援体

制を引き続き行いながら診療所の運営に当たってい

くなどの答弁があり、意見はなく、採決の結果、議

第83号は全員異議なく原案可決すべきものと決しま

した。 

 次に、議第84号「平成26年度松江市後期高齢者医

療保険事業特別会計予算」は、質疑に対して執行部

より、１月末現在の資格証の交付件数はゼロ件、短

期証の交付件数は43件であるとの答弁があり、討論

では、一委員より、2.4％の保険料値上げが予定さ

れているので反対。 

 また、一委員より、現時点では適正で適切な予算

だと思うので賛成と意見が分かれ、採決の結果、議

第84号は賛成多数により原案可決すべきものと決し

ました。 

 議第86号「平成26年度松江市住宅新築資金等貸付

事業特別会計予算」は、質疑はなく、討論では、滞

納整理事務取扱要綱を作成され、この要綱を忠实に

实行するほか、さまざまな制度を駆使し、国にも働

きかけて収支を抜本的に改善することを要望して賛

成するとの意見があり、採決の結果、議第86号は全

員異議なく原案可決すべきものと決しました。 

 議第91号「平成26年度松江市鹿島町恵曇・講武・

御津・佐太財産区特別会計予算」については、質

疑、意見ともになく、全員異議なく原案可決すべき

ものと決しました。 

 以上で総務分科会の報告を終わります。 

○立脇委員長 これより総務分科会長報告に対する

質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○立脇委員長 質疑なしと認めます。 

 これにて質疑を終結いたします。 

 野々内誠教育民生分科会長。 

 〔野々内誠委員登壇〕 

○野々内教育民生分科会長 おはようございます。 

 予算特別委員会において教育民生分科会に委託さ

れました議案３件につきまして、去る３月11日及び

12日に分科会を開催し、審査をいたしましたので、

その経過と結果について御報告申し上げます。 

 議第81号「平成26年度松江市一般会計予算」中

は、質疑に対し執行部より、新体育館建設に係る事

業費を除いた教育委員会の予算規模については、前

年度の一般会計ベースで比較すると平成26年度は

1.01％ぐらい落ちている。この落ち込んだ要因は、

国からの補助率の高い小学校の耐震化事業が平成

25年度で終了したことによる影響が大きいものと考

えている。 

 学校の大規模改造事業費については、予算要求時

にはまだ实施設計ができていない段階での概算見積

もりになるのでどうしても安全を見込んで予算化し

ている。实際に实施設計をやって金額が決定すれば

早期に減額補正すべきではないかという意見である

が、当然一般財源等にもはね返ってきて財政運営上

の話になるので、財政当局との協議の中で決定する

ことになるものと考える。 

 一時保育の日数については、現在は１カ月につき

14日が限度となっているが、今後日数の延長につい

ての検討を考えており、受け入れ側の保育所と協議

を行った上で、延ばせるところがあれば延ばしてい

きたい。 

 不登校の問題については、松江市の特徴として、

家に閉じこもりがちな子供たちが多く、また全体の

不登校のうち大規模校と言われる６つの中学校区で

の不登校が８割を占めているという状況である。現

在この中学校区を不登校支援アクションプランの研

究指定校に定め、サポートワーカーを２名配置して
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おり、今後も手厚い支援をすることで大規模校の不

登校の改善に向けて努力していきたい。 

 学力保障については、小学校において尐人数指導

の取り組みによりきめ細かく個別の支援をしていく

という体制がとられている。ほとんどの学校で放課

後や昼休み等を使って学習が苦手な子供に対して担

任の教師がついて指導するという努力をするととも

に、地域のボランティアの力もかりて放課後に算数

の個別指導を实施している。中学校においても、放

課後や土曜日を使って学習支援をする予算をつけて

いる。 

 学力の向上対策に関しては、まずは学力の低い層

が昔と比べて本当に多いかということから突き詰め

ていかないといけない。本当に学力が劣っている児

童が多ければ集中的にフォローが必要だということ

はもちろんであるが、学力が中程度の子あるいは進

んでいる子に対しても市全体として底上げしていか

なければいけないというのが今の発想である。新年

度はそのようなプロジェクトを組んで、新たに配置

する指導主事や指導講師を各学校に巡回させ、現場

の先生との連携を密にし、全体の学力向上対策を实

施していくことになる。そういう意味では、この指

導主事などの役割が大きいものと考えている。 

 部活動に対する考え方については、小学校現場自

体は放課後に個別の学習指導をするための時間や保

護者対応のことを考えると部活動に戻すことは難し

い。また、学校というのは子供の発達段階に応じて

指導していくものであるが、現在のスポーツの实態

としては保護者等の希望もあり低年齢から専門的な

トレーニングを積んで特定の種目に集中して取り組

むという傾向が見られ、それが果たしていいのかと

思われる。教育委員会としては、子供の発達に応じ

た適正なトレーニングや指導ができるように、松江

体育協会やスポーツ尐年団などとの連携強化を図っ

て指導者の資質を向上させていくことが今求められ

ている役目ではないかと理解している。 

 要援護者支援推進事業については、支援会議の設

置数は最新で60団体、全世帯の約14％となってい

る。現在の町内会・自治会の加入率約65％からする

と、今後10年間でこの14％の割合を70％くらいまで

引き上げたい。新年度の設置数は25地区を目標とし

て精力的に地域の方と話し合いをしていきたいと考

えている。 

 文化財などの保存整備については、佐太神社等の

重要文化財などに指定されているものは国、県及び

市の補助要綱にのっとって補助事業として实施をし

ているところである。それ以外の未指定の文化財の

保存についての考え方については、現在松江の城下

町の景観に寄与する建造物について調査をし、44件

余りの古い建造物をリストアップしている。平成

26年度に詳細な調査を实施し、その中で文化財とし

て指定するもの、記録保存だけにとどめるものとい

った基準を策定していきたいと考えている。 

 田野家住宅の歴史的な価値については、文献資料

等から明治６年の私立の病院建築であると推測して

おり、これが正しければ日本最古となり、大変歴史

的価値の高いものである。新年度からは資料の掘り

起こし作業といった詳細な調査を進め、県の指定文

化財を目指したい。建物は所有者の方の善意により

既に無償で譲渡していただいているので、適宜改修

も考えなければならないが、現状ではあくまでも民

地に建っている状態なので、今後は移築等も含めさ

まざまなことを勘案しながら活用方法を検討してい

きたい。 

 さまざまな困難を抱えている青年に対する支援に

ついては、青尐年支援センターで主に義務教育を終

了した年から39歳までの若者に対し、就労的な支援

や学習的な支援を行うことで継続的に粘り強く相談

を行っている状況である。また、市だけではなく、

国や県の福祉や教育の部署、あるいは更生保護など

の35の関係機関とのネットワークを結び、顔の見え

る関係を構築して支援の輪を広げているなどの答弁

がありました。 

 討論では、反対する意見として、一委員から、福

祉の問題に関しては今までの福祉医療費助成の改悪

の状況から、自己負担の上限額が引き下げられた

り、重度精神障がいの方が新たに対象に加えられた

りといった市民の長年の要望が实現してはいるが、

本来ならば500円で受けられたという状況にきちん

と戻してほしい。待機児童への対応についても、全

ての子供が本当に入りたいところに入られるかどう

かというところでの心配をしなければいけないとい

う点がある。また、教育の問題では、給食センター

での食物アレルギー児の対応として大規模校で实施

するということであるが、なるべく小さい単位での

体制が必要ではないかという気がしている。学力向

上対策については、ただテストだけではなく、全体

の子供を人間として育てるという観点から学力を見
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ていかなければいけないし、女子高の授業料につい

ても無償化という世界の流れからして、本予算に反

対するとの意見がありました。 

 一方、賛成する意見として、一委員から、健康福

祉部の予算は住みやすさ日本一の实現を目指して５

つの事業を中心にそれぞれ事業展開をしておられ、

医療政策懇話会や高齢者の生きがいづくり事業など

がきちんと生かされるといいし、国などの制約に基

づいたものが多い中で大変努力されていると感じて

いる。教育委員会も、学力向上について市独自のテ

ストの準備をしたり、新体育館の建設に着手すると

いうことがある。世の中には新しい教育委員会制度

といった話もあるが、そういうこともきちんと考慮

された上で今まで以上に期待し、頑張っていただき

たいと思い賛成するとの意見。 

 一委員からも、民生費、教育費を合わせて松江市

の予算の半分近いものがここにあり、しかも福祉も

教育も中身が住民の皆さんに密着している。まさに

相手と向き合っている内容であり、ぜひこの予算を

上手に執行していただきたい。状況に応じて柔軟な

対応をお願いし賛成するとの意見。 

 また、一委員からも、教育や子育て支援、高齢者

生きがい事業など新しいことにも取り組まれてい

る。自治体の本旨は住民福祉の充实であり、自治体

の根幹をなす部分の予算だと思っている。歴史と教

育のまちづくりは松江市の基盤となる未来をつくる

ところだと思うので、生涯教育も上手に取り入れて

いただきたい。これまでに引き続き細やかな政策に

期待して賛成するという意見。 

 さらに、一委員からも、交付金や市債の状況をき

ちんと把握した上でこの予算の執行に努めていただ

きたい。単年度しか使えない、繰り越しすることが

できない緊急経済対策の事業費などもあるので、事

業進捗を速やかにし、柔軟に対応ができるような形

をお願いし、全体的には工夫された予算なので賛成

するとの意見がありました。 

 採決の結果、議第81号中は賛成多数により原案可

決すべきものと決しました。 

 議第85号「平成26年度松江市介護保険事業特別会

計予算」は、質疑に対し執行部より、定期巡回・随

時対応型訪問介護看護事業については、地域包括ケ

アのベースとなる非常に大切なサービス事業である

と認識しており、橋北、橋南に１カ所ずつの設置を

計画している。引き続き事業所の連絡会等と協議し

ながら設置ができるよう努力をしていきたい。 

 第６期の計画については、2025年の地域包括ケア

システムの实現に向けてスタートする計画の始まり

に位置づけられるものだと認識している。第５期計

画から計画の検証や評価をする常設の推進委員会を

設置しており、その中で第６期に向けた制度改革と

してサービスの質の向上や医療と介護の連携、日常

生活の総合支援などについてどのような格好で進め

るかといった議論を今年度から開始したところであ

る。在宅介護を中心とする中では、医療と介護の連

携がないと機能しないと考えており、核となる病院

や開業医、歯科医、介護保険の事業所が地域の实情

に応じてどのように補完し合い、在宅介護につなげ

ていけるのかといったことを医師会と連携を密にし

ながら検討していきたいなどの答弁がありました。 

 意見はなく、採決の結果、議第85号は全員異議な

く原案可決すべきものと決しました。 

 議第97号「平成26年度松江市病院事業会計予算」

は、質疑に対し執行部より、看護師の勤務实態につ

いては、12病棟あるうち半分の病棟で、全体の看護

師の約３割で２交代の12時間夜勤を行っているが、

休暇がとりやすいということで看護師の賛同を得て

いる。時間外勤務实績については、月平均９時間程

度で、他の職種と比較してもそんなに多くはないと

認識をしている。 

 消費税増税に係る影響については、支出は約１億

2,500万円の持ち出しが必要だろうと試算してい

る。一方、収入については、診療報酬改定により

0.1％引き上げになったとしてもそれほど期待でき

るものではない。結果としてかなりの額の影響があ

ると認識している。 

 がんセンターに係る今後の計画は、建物建設につ

いては交付税において平米単価30万円が基準となっ

ているが、实際のところは消費税増税の問題や東日

本大震災の影響で建築単価が上がっており、こうし

た状況の中で建設計画を策定していく必要がある。

収支計画については、２人に１人ががんになる時代

において、そういう患者を支援できるセンターを目

指しているので、がんセンターをつくることによっ

て病院経営が改善するものではないと考えている。 

 医師会との連携については、昔から病診連携や病

病連携は言われてきたが、今までなかなか具体的な

成果が見えなかった。しかし、今年度は救急医療の

問題で関連する病院の院長や医師会長が同じテーブ
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ルに着き、役割を議論した結果、医師会の協力を得

て休日救急診療室が開設されるなど連携が進んでい

るので、地域の限られた医療資源を市民の皆さんが

有効に使うためにも、今後も医師会との連携を進め

ていきたいなどの答弁がありました。 

 討論では、反対する意見として、一委員から、時

間外選定療養費が取られることなど、ますます市民

の敷居が高くなるという状況や看護師の２交代が多

く、働く側からしても患者の立場からしても心配で

あり、いろいろ弊害が出てくると思う。市民に開か

れた病院、安心して保険証一枚でかかれる病院とい

う立場からすると、今回の会計には反対するという

意見がありました。 

 一方、賛成する意見として、一委員からは、消費

税の影響が予測される状況の中で、非常に綿密な予

算を立てられていると思う。今後もバランスと執行

部との緊密な連携、それから地域の他の医療機関と

の連携を深めていただくことを一層お願いをして賛

成するとの意見。 

 一委員からも、大変意欲的な取り組みをしてい

る。公立病院として採算性が低いことにも取り組ま

なければならないことは十分理解できるし、今まで

なかった地域完結型を目指して取り組んでおられる

姿がひしひしと感じられ、そういう病院の姿勢を評

価して賛成するとの意見。 

 また、一委員からも、システム自体がおかしい消

費税の問題について、全国的に議論していかなけれ

ばいけない。また、特に平成26年度は福祉との連携

に関し、地域包括ケアシステムでの病院の立ち位置

や役割を１年間かけてしっかり議論していかなけれ

ばいけないと思っている。そういう中で、ぜひ集中

してやっていただくことをお願いし賛成するとの意

見がありました。 

 採決の結果、議第97号は賛成多数により原案可決

すべきものと決しました。 

 以上で教育民生分科会の報告を終わります。 

○立脇委員長 これより教育民生分科会長報告に対

する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○立脇委員長 質疑なしと認めます。 

 これにて質疑を終結いたします。 

 川井弘光経済分科会長。 

 〔川井弘光委員登壇〕 

○川井経済分科会長 予算特別委員会におきまして

経済分科会に委託されました議案５件につきまし

て、去る３月13、14日に分科会を開催し、審査をい

たしましたので、その経過と結果について御報告を

いたします。 

 初めに、議第81号「平成26年度松江市一般会計予

算」中は、執行部より総括的に説明があった後、質

疑に対して執行部より、ものづくりアクションプラ

ンの事業効果については、国や県の施策と連携をし

て本市においても設備導入の支援策を創設したこと

で、３月10日現在で39件の補助金申請につながって

おり、タイムリーにこうした支援策をスタートさせ

たことが企業の投資意欲につながったと考えてい

る。今後もこうした需要に的確に応えることで、企

業側の積極的な設備投資につなげていきたいと思っ

ている。 

 まつえ製品開発支援事業に関しては、新しい技術

や新しい製品を開発していただくための支援をして

きており、現在堀川において藻を刈る機械の開発に

取り組んでいただいているところである。また、販

路開拓の支援に関しては、今年度28件の補助金申請

があり、今後も企業の販路開拓への前向きな姿勢に

対して積極的に応えていきたいと考えている。新年

度も企業のニーズに合わせて臨機応変に対応できる

よう取り組んでいきたい。 

 産直市場設置調査事業については、まず農業者、

流通、観光関係の方などをメンバーとする検討委員

会において、産直市場のコンセプト、基本構想をつ

くっていただき、その後ＪＡやＪＦ、生産者の代表

者などをメンバーとする運営委員会を設置して、運

営のあり方、それぞれの団体のかかわり方を検討し

ていきたい。また、松江の産品において何をつくっ

て売れば収益、集実力が上がるのか等について、コ

ンサルタントの協力も得てマーケティングを行い、

分析をしていきたい。産直市場は松江の農業振興、

水産業振興、観光振興等の道具として生かすよう検

討してまいりたい。 

 京店広場・旧日銀松江匠工房整備事業のガーデン

テラスについては、これまでは占用利用が尐なかっ

たが、屋根を設置することで雤天等の際の誘実力が

向上し、ガーデンテラス部分の稼働率が高まるとと

もに、それ以外の場所への波及効果もあると見込ん

でいるところである。 

 緑の森再生事業費の大幅減については、自生をし



－9－ 

ているものを含めて自然の回復力も見込んで、植林

の本数を減らしたことによるものである。 

 雇用奨励金支給事業に関係して、最近の内定状況

については、ことし３月の高校卒業予定者の県内に

おける就職内定率は90.4％で、前年同期比で3.2ポ

イント上回っており、また大学卒業予定者の県全体

での内定者の数も対前年比2.8％の増となっている

状況で、今年度は就職の内定状況がよくなってい

る。 

 テルサの用地取得費、建設費の償還期日について

は、用地取得が平成29年度まで、建設事業が平成

30年度までとなっている。 

 観光費増額の経済効果等については、この地域が

全国から非常に注目を集め出している中で今がＰＲ

のチャンスだと思っており、積極的な予算を組んだ

ところである。宿泊がふえれば経済効果が高まるこ

とは明白であることから、引き続き観光プロモーシ

ョンに力を入れていきたいと考えている。観光実の

傾向としては、縁結びや神話といったもの、特に最

近ふえたのが20代、30代を中心とした女性グループ

の縁結びをテーマにした旅行だと思っている。引き

続きこれについての積極的なプロモーションを行う

とともに、怪談などの新しいテーマもつくっていこ

うということで予算化をしている。 

 レイクラインのおもてなしガイド事業について

は、ＪＲ松江駅を発着とし、着物姿のちどり娘がガ

イドとしてレイクラインに乗って松江城周辺を案内

しており、大変好評を得ている事業である。 

 インバウンド観光推進事業の効果については、韓

国、台湾を中心とした東アジアとフランスを中心と

した欧米に対しての積極的なプロモーション活動、

またコンベンションの増加や境港への大型クルーズ

実船の寄港により、平成25年度は入り込み実数が対

前年比27％増、過去最高の約５万人となる見込みで

ある。内訳については、韓国が30％増、台湾が20％

増、フランスが27％増である。 

 フォーゲルパークとイングリッシュガーデンでの

指定管理者による運営努力については、フォーゲル

パークでは利用者が尐ない冬場にクリスマスイベン

トを行うなどさまざまな努力がされており、イング

リッシュガーデンについてもクリスマスローズフェ

アなどさまざまなイベントを企画されているなどの

答弁がありました。 

 討論に入り、一委員より、中国電力からの寄附金

を受け入れること自体が判断に公正性を疑わせる要

素となるので反対する。 

 一委員より、ものづくり産業への支援について

は、ぜひ小規模企業に対して取り組んでいただきた

い。また、観光事業については、おもてなしを掲

げ、引き続き出雲大社の遷宮効果を継続させて、観

光実の誘実に取り組んでいただきたく賛成する。 

 一委員より、ものづくり産業を初め、農業、林

業、観光等、いずれも積極的に新しい事業に取り組

んでおり、しっかりと取り組んでいただきたく賛成

をする。 

 また、一委員より、消費税の増税があり、予算編

成に苦労されたと思うが、バランスがとれていると

思う。また、今回林業に関してはエネルギー問題も

含めた山の活性化など前向きな事業が見えるように

なっており、ぜひ頑張っていただきたく賛成すると

の意見があり、採決の結果、議第81号中は賛成多数

により原案可決すべきものと決しました。 

 議第88号「平成26年度松江市企業団地事業特別会

計予算」は、質疑に対して執行部より、分譲の見通

しについては今経済状況がよくなっており、引き合

いが出始めているところで、東京や中京地区などか

らソフトビジネスパーク、朝日ヒルズ工業団地、鉄

工団地の土地に関しての視察がふえてきているとこ

ろであるなどの答弁がありました。 

 討論で意見はなく、採決の結果、議第88号は全員

異議なく原案可決すべきものと決しました。 

 議第94号「平成26年度松江市ガス事業会計予算」

は、質疑に対して執行部より、今後のガス事業経営

の方向について、事業者間の競争の中で売り上げを

伸ばすための新規顧実獲得の努力を続けていくこと

が大変大事であると考えている。また、燃料費が高

騰していることから、できるだけ安く購入し、そし

て適正に料金に反映させる努力をしているところで

ある。今後も燃料費が変動する中で非常に厳しい経

営を行っていくという状況である。 

 総括原価方式の料金制度については、現在国のガ

スシステム改革委員会において、存続廃止について

審議がされているところであるなどの答弁がありま

した。 

 討論に入り、一委員より、燃料がこれからも高騰

し、ガス事業の運営は厳しいと思うが、利用者の拡

大に引き続き取り組み運営していただくようお願い

し賛成するとの意見があり、採決の結果、議第94号
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は全員異議なく原案可決すべきものと決しました。 

 議第95号「平成26年度松江市自動車運送事業会計

予算」は、質疑に対して執行部より、とってもお得

バスカード事業は、平成22年度から实施されている

が、市民にほとんど周知されていないため、平成

26年度ではバス車両のラッピング広告やバスカード

の券面を活用した広告及びＱＲコードによるサービ

ス内容のＰＲを図る予定であり、市内中心商店街や

量販店と連携した取り組みとして实施したいと考え

ているところである。 

 レイクラインの新たな活用については、今の若い

女性の八重垣神社ブームは、出雲大社の遷宮効果と

は尐し切り離された形で続くと思っており、今後は

熊野大社も含めたレイクラインの活用を考えていき

たいなどの答弁がありました。 

 討論に入り、一委員より、市民の皆さんにサービ

スが行き届くような形で頑張っていただきたく賛成

するとの意見があり、採決の結果、議第95号は全員

異議なく原案可決すべきものと決しました。 

 議第96号「平成26年度松江市駐車場事業会計予

算」は、質疑に対して執行部より、大手前駐車場の

現状については、昨年３月の自動化に伴い、大型バ

ス車両は一旦大手前駐車場の中で乗降扱いをした後

に西駐車場に回っていただき駐車してもらっている

ことから、渋滞も以前に比べ緩和され、効率的な運

営ができるようになったとの答弁がありました。 

 討論で意見はなく、採決の結果、議第96号は全員

異議なく原案可決すべきものと決しました。 

 以上で経済分科会の報告を終わります。 

○立脇委員長 これより経済分科会長報告に対する

質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○立脇委員長 質疑なしと認めます。 

 これにて質疑を終結いたします。 

 宅野賢治建設環境分科会長。 

 〔宅野賢治委員登壇〕 

○宅野建設環境分科会長 予算特別委員会において

建設環境分科会に委託されました議案６件につきま

して、３月17日、18日に分科会を開催し、審査を行

いましたので、その経過と結果について御報告申し

上げます。 

 議第81号「平成26年度松江市一般会計予算」中で

は、質疑に対して執行部より、不法投棄について

は、予防策として市報、ホームページなどさまざま

な媒体を活用して周知している。海岸漂着ごみ処理

事業については、県の補助金を活用し事業を行いた

い。不法投棄については、投棄者が判明しない場合

は土地の管理者等が処理しなければならないことと

なっており、できるだけ原因者を特定できるように

努力していきたい。 

 都市計画マスタープラン策定事業の継続費につい

ては、平成25年度と平成26年度２カ年の継続で業務

委託をしている経費である。現行の都市計画マスタ

ープランの時点修正、また線引き制度の是非につい

て、まちづくりの将来像のところからスタートして

判断していこうとするもので、現時点では平成26年

12月ぐらいまでには線引きの判断をしたいと考えて

いる。 

 ストック総合改善事業費について、来美アパート

については、外壁の改修等を实施する予定としてい

る。まだ古い市営住宅が残っているが、これらにつ

いては住宅マスタープランの策定を平成27年度をめ

どに考えており、この中で検討したい。 

 堀川の水環境改善のため、平成25年度に实施した

４つの实験は、季節的な影響も考えられることか

ら、１年を通した中で評価をし、継続するか廃止す

るか、あるいは拡充するかを判断したい。 

 白潟地区まちなみデザイン推進事業費補助金につ

いては、現在白潟地区では地元主体でワークショッ

プ等を開き、今後まちづくりについての事業をどう

進めていくか議論を進めている。その中でも、白潟

本町については、居住人口の減尐、建物やアーケー

ドの老朽化などの課題があり、市街地の再開発事業

等が想定される地域であるので、地元協議会に対し

て事業实施に向けた調査等の事業費を補助するもの

である。 

 藻刈船の運用について、大型藻刈船は従来から天

神川で運用してきたものを平成25年度に更新したも

のであり、基本的には天神川での運用を考えてい

る。具体的な計画はまだ固まっていないが、宍道湖

水環境改善協議会、中海会議があり、いずれも国、

県、関係市等が参画している。こういった協議会の

中で、松江市が購入した大型藻刈船を貸与という形

で使用してもらえないか、今後提案を考えている。

平成26年度予算計上している小型藻刈船は、主に松

江堀川での運用を考えているが、小規模な他の川で

の活用もできる。 
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 城山北公園線拡幅工事の進捗を図ることについて

は、用地交渉そのものに市が同席ということはして

ないが、周辺の都市再生整備事業等でのまちづくり

の中で要望事項が实現できるものがあれば条件整備

することで交渉が尐しでも早く進むよう努めてい

る。また、この道路整備に合わせて駐車場を確保す

べきではないかということについては、市街地内の

駐車場について現状の収容台数と駐車需要という観

点で検討を行ったところ、総量としては足りている

が、小規模な駐車場がかなりの数あることや季節ご

との変動の最大に合わせて整備することは難しいな

ど、エリア別に考えるといろいろな状況が考えられ

るので、そういったものの集約などできるようなま

ちづくりの考え方が必要と考えているなどの答弁が

ありました。 

 討論では、一委員から、一般会計の予算の中身に

ついては、それなりに多くの皆さんの要望がそこに

盛り込まれており、これからのまちづくりに役立っ

ていくという部分はたくさんあるので評価する部分

は評価するが、ただ県の事業に対する市からの負担

金の問題については、これを押しつけられていると

理解しており、その部分が入っているという点で反

対するという意見。 

 また、一委員から、都市計画マスタープラン、線

引きも含めて、まちづくりをどうするのか、12月に

は何とか線引きの判断を出すということであり、急

いでいただき、全然議論ができていないので我々と

議論していただきたい。また、指定管理についても

委託先をきちっと検証して出していただきたい。こ

れらのことをぜひ考えていただくということを申し

上げて賛成する。 

 また、一委員から、空き家対策では誘導策なども

含めた総合的施策の展開を考えていただき、早い時

期に空き家問題に対する総合的な施策展開方針を打

ち出すということをぜひ考えていただくということ

で賛成するとの意見がありました。 

 採決の結果、議第81号中は賛成多数により原案可

決すべきものと決しました。 

 議第87号「平成26年度松江市簡易水道事業特別会

計予算」では、質疑に対して執行部より、補助事業

は工事、種類によって補助率が決まっている。簡易

水道の施設整備で４分の１、統合簡易水道事業で

10分の４の補助率となっている。八束の簡易水道の

事業費については、湖底管を変えて陸路に配管する

事業で、朝酌の配水池から八束までの3,400メート

ルを計画しているなどの答弁がありました。 

 討論では、一委員より、使用料金を支払っていた

だいていることから、市民の皆さんにＰＲしていた

だき、簡易水道事業について理解をしていただく努

力をぜひお願いしたい。また、借金があることには

間違いないので、経営努力により償還計画を着实に

实行していただくことを期待して賛成するという意

見がありました。 

 採決の結果、議第87号は全員異議なく原案可決す

べきものと決しました。 

 議第89号「平成26年度松江市駐車場事業特別会計

予算」では、質疑に対して執行部より、地下駐車場

の活用についていろいろ提案いただいたが、なかな

かいい案がない状況だが、１社だけもう一度駐車場

として再稼働できないか検討したいという業者があ

り、現在提案を待っている状況であるとの答弁があ

りました。 

 討論では、一委員から、建設当時から無理な計画

でつくるべきではないと主張してきた。大きな失敗

の例であり、これを認めるわけにはいかないので反

対するという意見。 

 また、一委員から、現实問題として駐車場は存在

するわけであり、管理はしていかなければならな

い。また、新しい提案があるかもしれないという説

明を受けたので賛成するという意見がありました。 

 採決の結果、議第89号は賛成多数により原案可決

すべきものと決しました。 

 議第90号「平成26年度松江市公園墓地事業特別会

計予算」では、質疑、意見ともになく、採決の結

果、全員異議なく原案可決すべきものと決しまし

た。 

 議第92号「平成26年度松江市水道事業会計予算」

では、質疑に対して執行部より、業務費の中の検

針・収納等業務委託については、プロポーザルによ

り決定した業者と長期契約を結んで委託している

が、この契約が平成26年度末で終了することから、

次期契約の準備に入るため債務負担行為をお願いす

るものである。 

 基幹管路の耐震化については、約５キロメートル

（自後訂正）を予定しているが、10年間で70億円程

度を予定しており、初年度として配水池の周辺で５

カ所ぐらいを予定している。 

 水道事業と簡易水道事業が統合した場合、簡易水
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道事業として適用されていた高料金対策が繰り出し

基準から外れてしまうなど、水道事業の経営が成り

立たなくなることから、簡易水道統合の制度等につ

いて引き続き国に対して強く要望していきたいと考

えているなどの答弁がありました。 

 討論では、一委員から、水道事業として努力して

おられる点、苦労している点などを含め、今後も取

り組んでいく方向については非常に理解している

が、今のままで水道料金のことを考えると一般家庭

に高い割合の水道料金が押しつけられていくという

部分は避けられない。一般会計から水道会計へ繰り

入れるという措置もしっかり考えていく部分である

と思う。水道料金の引き上げにつながるという部分

に関して反対するという意見。 

 また、一委員から、尾原ダムの受水という問題は

いろいろあったが、完成し非常に安定的に、特に島

根半島は安心して暮らせるようになった。料金の問

題も戦略プランその他でこれから検証されなければ

ならないが、計画を立てながらきちっと健全化に向

けて頑張っておられる。大事な水のことであるから

しっかり頑張っていただくよう申し上げ賛成すると

いう意見があり、採決の結果、議第92号は賛成多数

により原案可決すべきものと決しました。 

 議第93号「平成26年度松江市下水道事業会計予

算」では、質疑に対して執行部より、松江市街地治

水対策計画に対する提言の中で示された公共下水道

雤水整備計画の予算規模については、まだ精査十分

でないが、平成20年度に東出雲を除いて約400億円

程度と説明していた。その後、必要箇所等を検証

し、現在見込みではその半分程度に抑えられると見

込んでいるとの答弁がありました。 

 討論では、一委員から、接続率の向上に努力され

るとともに、適正な維持管理に努めていただくよう

申し上げ賛成するという意見があり、採決の結果、

議第93号は全員異議なく原案可決すべきものと決し

ました。 

 以上で建設環境分科会の報告を終わります。 

○立脇委員長 これより建設環境分科会長報告に対

する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 林委員。 

○林委員 今ここで協議しておられますが、聞き違

いかもしらんけれど、幹線網がメートル、５メート

ルと聞こえたんですけれど、間違いじゃありません

か。 

○立脇委員長 宅野分科会長。 

○宅野建設環境分科会長 済みません、大変失礼し

ました。訂正を求めます。 

 約５キロメートルを予定しているでございます。

失礼しました。 

○立脇委員長 読み間違いのようでございました。 

 ほかにございませんか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○立脇委員長 ないようでありますので、これにて

質疑を終結いたします。 

 これより表決に入ります。 

 議第81号「平成26年度松江市一般会計予算」を採

決いたします。 

 本案に対する各分科会長の報告は原案可決であり

ます。 

 本案について、各分科会長の報告のとおり決する

ことに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手多数であります。よって議第

81号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第82号「平成26年度松江市国民健康保険事業特

別会計予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手多数であります。よって議第

82号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第83号「平成26年度松江市宍道国民健康保険診

療施設事業特別会計予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

83号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第84号「平成26年度松江市後期高齢者医療保険

事業特別会計予算」を採決いたします。 
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 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手多数であります。よって議第

84号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第85号「平成26年度松江市介護保険事業特別会

計予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

85号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第86号「平成26年度松江市住宅新築資金等貸付

事業特別会計予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

86号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第87号「平成26年度松江市簡易水道事業特別会

計予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

87号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第88号「平成26年度松江市企業団地事業特別会

計予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

88号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第89号「平成26年度松江市駐車場事業特別会計

予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手多数であります。よって議第

89号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第90号「平成26年度松江市公園墓地事業特別会

計予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

90号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第91号「平成26年度松江市鹿島町恵曇・講武・

御津・佐太財産区特別会計予算」を採決いたしま

す。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

91号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第92号「平成26年度松江市水道事業会計予算」

を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手多数であります。よって議第

92号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし
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た。 

 議第93号「平成26年度松江市下水道事業会計予

算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

93号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第94号「平成26年度松江市ガス事業会計予算」

を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

94号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第95号「平成26年度松江市自動車運送事業会計

予算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

95号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第96号「平成26年度松江市駐車場事業会計予

算」を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手全員であります。よって議第

96号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 議第97号「平成26年度松江市病院事業会計予算」

を採決いたします。 

 本案に対する分科会長の報告は原案可決でありま

す。 

 本案について、分科会長の報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の挙手を求めます。 

 〔賛成者挙手〕 

○立脇委員長 挙手多数であります。よって議第

97号議案は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 高席からでございますが、一言お礼を申し上げた

いと思います。 

 平成26年度予算審議に当たりましては、委員の皆

様方、また執行部の皆様方に大変お世話になり、ま

た御協力を賜りまして、ただいま採決を終えること

ができました。御協力賜りまして本当にありがとう

ございました。 

 これにて予算特別委員会を閉会いたします。 

 〔午前11時11分閉会〕 

 


